
№ 組織名 実施状況及び所感 実施協力団体 取材状況
1 十勝 5/10　8時30分～11時30分 十勝サイクリング協会 帯広観光協会広報部

帯広市郊外緑ヶ丘公園内

2 函館 5/9　9時30分～11時30分 ・函館市 函館市を通じて広報する予定

函館西警察署 ・交通安全課
国道5号線 ・函館西交通安全協会など

5/14　16時～17時30分
函館市五稜郭公園前電停付近

3 宮城 5/11　9時30分～10時30分 宮城県自転車軽自動車商業協同組合石巻支部

石巻駅前

5/20　17時00分～18時00分 宮城県自転車軽自動車商業協同組合仙台中央支部

仙台市青葉区錦町公園前
　

4 山形 5/14　7時～8時30分 山形県自転車軽自動車商協同組合山形支部

ＪＲ北山形駅東口
　　　　〃　西口駐輪場
霞城セントラルビル駐輪場

5/15　7時～8時30分
ＪＲ北山形駅東口
　　　　〃　西口駐輪場

5 栃木 5/12　15時30分～16時30分 宇都宮中央警察署
オリオン通、商店街、(東武デパート北口) 宇都宮市市民まちづくり部生活安心課

5/27　15時15分～16時30分 宇都宮中央警察署
作新学院高等学校正門前 宇都宮市市民まちづくり部生活安心課

作新学院高等学校生徒指導部教諭・生徒会生徒

6 取手 5/11　13時15分～14時30分 取手地区交通安全協会
国道294号線取手市役所下交差点付近 取手市交通安全推進指導隊

交通安全母の会取手市部
取手警察署、取手市役所
キャノン、キリンビール

7 葛飾 5/3　9時～16時 葛飾区新小岩地域の各自治会
新小岩公園 「ふれあいまつり」実行委員会

5/13　9時～12時
北野地区～柴原地区～金町地区～住吉地区～柴又地区～高砂地区

8 南信州 5/21　9時～13時 TOJ南信州ステージ実行委員会
TOJ南信州ステージメイン会場

9 福井 5/24 福井市サイクリング協会
市内（鳴鹿橋、吉峰寺など）

10 岐阜 5/20　13時30分～15時00分 岐阜県警察中署
ＪＲ岐阜駅北口、隣接駐輪場及び 管轄交番
駅構内周辺 岐阜市防犯・交通安全課

11 滋賀 5/3　12時30分～14時30分 滋賀県サイクリング協会
JR能登川駅前及び 彦根サイクリングクラブ
駅前大規模小売店舗周辺

12 京都 5/18　9時～12時 京都サイクリング協会
京都市地下鉄「太秦天神駅」周辺

13 奈良 5/11　7時30分～8時30分 安協
大和郡山市　JR奈良線・郡山駅改札口前 警察

交通対策協議会
交通安全管理者協会

14 和歌山 5/22　13時～16時30分 新聞社
和歌山ビッグウエーブ 和歌山テレビ

15 岡山 5/13　16時～17時30分 岡山県警察本部岡山中央警察署 岡山リビング新聞社

岡山市表町商店街 天満屋アリスの広場周辺 岡山県交通警察協助員
交通安全母の会
岡山県自転車軽自動車商協同組合

5/27　16時～17時30分 岡山県警察本部岡山中央警察署
岡山市表町商店街　ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙ時計台周辺 岡山県交通警察協助員

交通安全母の会
岡山県自転車軽自動車商協同組合

5/20　15時30分～17時00分 岡山県警察本部(津山警察署)
ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ津山山下店周辺 津山交通安全協会

津山交通警察協助員
津山市交通政策課

16 防府 5/18　7時40分～8時40分 防府自転車商組合 なし
防府駅周辺 防府市安全会議

5/1　7時50分～10時 防府警察署
高川学園高等学校 交通安全協会

5/14　7時40分～10時 サイクルスクールリーダー
誠英高等学校

5/21　7時40分～10時
防府高等学校

17 愛媛 5/17　10時～12時 八幡浜警察署長荒井氏
道の駅みなとオアシス「八幡浜みなっと」前広場 生活安全課長堀口氏

交通課長青井氏他
交通安全協会員他
愛媛県自転車商協同組合八幡浜支部員

18 福岡 5/18　16時30分～18時30分 福岡県サイクリング協会
西久留米駅 久留米警察署
岩田屋リベール前広場 福岡県自転車商組合

19 熊本 5/16　8時30分～15時30分 就労継続支援A型の方々
健軍商店街

5/30　8時30分～16時00分 就労継続支援A型の方々
須屋駅前／新須屋駅

20 南さつま 5/5　14時30分～16時30分 ・南さつまサイクリング倶楽部 なし
15吹上浜砂の祭典会場内 ・サイクルシティ南さつま推進協議会
及びサテライト会場 ・南さつま市役所職員

21 沖縄 5/30　10時～15時30分 県立那覇商業高等学校
三越デパート前
及び平和通り

乗降客にキャンペーングッズを配布。「春の交通安全週間です」「交通ルールを守りましょう！」「バイコロジーです！」などの声をかけて実施しました。
警察の方が「ティッシュの反射板は良いですね」

日時場所において「交通安全高齢者自転車競技大会」が開催され、県警本部からの依頼により、審判及び選手が安全に乗れるようにハンドル・サド
ルの高さ調節を行う。
参加者にティッシュ及びキーホルダーを配布。

和歌山県警察警本部、
和歌山県交通安全協会
自転車安全教育推進委員会

各自治体が実施する交通安全運動幕舎を訪問。
自転車安全利用、放置自転車防止、バイコロジー活動のＰＲのティッシュペーパー、パンフレットを配布。
バイコロジー会員3班で6地区を訪問。各役員の協賛で成果あり。
南信州ステージの会場で観戦者にグッズを配布し署名をお願いし、趣旨の理解を頂いた

自転車の日常利用と利用環境の改善に向けた機運醸成を図るため、親子等を対象としたサイクリングイベントを実施し、自転車が環境にやさしく、健
康に優れた乗り物であることを広く呼びかけるとともに、交通ルールやマナー等の講習を合わせて実施した。

岐阜市内(西、東)各支部組合員方々で編成し、岐阜中警察署、駅交番、岐阜市防犯・交通安全課の協力を仰ぎ係官より実施機関の趣旨と、自転車
の安全利用とマナーの向上及び、防犯対策、点検整備をしっかり行いましょうと訴え、自転車利用者及び通行人に対し対策チラシ、グッズなど配り、ま
た駐輪場内にて自転車利用者にチラシを配りキャンペーンを展開しました。

駅利用者、買物客を対象に啓発用品を配布しながら、自転車安全利用五則と五則項目を適宜訴えた。
何の啓発か、と聞く人が多くあり、啓発の趣旨を説明すると、自転車のマナーの悪さを嘆く人、自転車は歩道を走ってはダメなのか等ルールについて
質問してくる人も幾人かあった。
「太秦天神川駅自転車等駐車場」にてティッシュを配った。止めてある自転車の籠にティッシュを入れた。
駅前、駐輪場それぞれに「ご苦労さん。頑張って！」の励ましの声をいただいた。
自転車利用マナーが悪化の一途をたどっている昨今、われわれに期待しておられる方々が多いことが分かった。

吹上浜砂の祭典期間中に、バイコロジー運動を理解してもらうため、来場者に対し、グッズを配布し、自転車利用のルール遵守とマナーの向上を呼びかけた。
「バイコロジー」の意味を聞かれる場面があり、運動に興味をもたれる方が多数あり。

梅雨時の高気温のためジャンパー着用はできなかったが、多くの青少年、成人に対しキャンペーングッズを配布し自転車利用普及とマナー向上を呼
びかけた。バイコロジー運動の理解獲得に有効であった。

・岡山市表町商店街天満屋「アリスの広場」周辺で、自転車利用者に対し、バイコロジージャンパーを着用のスタッフがキャンペーングッズとチラシを
配布しながら自転車のルール・マナー向上を呼び掛けた。
・拡声器により、通行者へ大切さと高齢者の交通安全確保についてPRに努めた。
・自転車整備士による無料安全点検を実施した。(自転車商組合)
○お天気も良かったので、多数の自転車利用者にルールとマナーの向上キャンペーンが出来た。自転車安全点検にも多数参加され、整備に対して
感謝された。のぼり旗により歩行者・自動車運転者にも自転車利用と交通安全のアピールができて効果ある事業となった。

・岡山市表町1丁目ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙ時計台周辺で、一般市民や自転車利用者に対し、バイコロジージャンパーを着用のスタッフがキャンペーングッズとチ
ラシを配布しながら自転車のルール・マナー向上を呼び掛けた。
・拡声器により、通行者へ自転車月間の取り組みと自転車利用のマナーを訴え、自転車の安全で正しい利用と点検整備の大切さについてPRに努め
た。
・自転車整備士による無料安全点検を実施した。(自転車商組合)
○真夏日のお天気のもと、多数の一般市民と自転車利用者にルールとマナーの向上キャンペーンが出来た。自転車安全点検にも多数参加され、整
備に対して感謝された。のぼり旗により歩行者・自転車利用者に自転車の交通安全に対するアピールができて、効果ある事業となった。

・津山市鶴山西口～山下間のセブン-イレブン津山山下店周辺で、自転車利用者に対しチラシ・粗品を入れたグッズを配布しながら自転車のルール・
マナー向上を呼び掛けた。
○津山署管内で高齢者の交通死亡事故(自動車同士の衝突)が今朝発生し、安全運動期間最後の日であったため今回のキャンペーンは自転車の関
連だけではなく交通安全全般の推進活動となった。
実施団体で20名の協力を得て行ったが、時間的に早かったので通行人が少なく、商店などの出入り人や自動車運転者にもグッズを配布し、交通安全
を訴え終了した。

・自転車安全利用キャンペーン・自転車点検
（防府高等学校・高川学園高校・誠英高等学校）
市内3つの高等学校の生徒登校時にバイコロジー会員（自転車商組合会員等）により、バイコロジー運動チラシやグッズを配布しながら自転車交通
ルールの遵守・マナーアップを呼びかけた。その後、自転車の安全点検を実施し整備不良自転車については、学校、保護者の評判もよく、謝意を受け
る。
（チラシ等配布約800部・自転車点検台数延べ1201台）
・自転車安全利用キャンペーン
防府駅周辺で、通勤通学中の自転車利用者に安全な自転車利用と交通ルールの遵守を呼びかけた。

貴協会よりのグッズと八幡浜署の反射タスキ、自転車サドルカバー、ワイヤロック、ティッシュ箱を自転車乗用車及び買い物客に配布しながら交通事
故防止の啓蒙を諮った。
当場所は球種方面への船の玄関口であり当日は外国の旅行客が九州より来てこのキャンペーンを見て、とても社会的に良い意義がある事を実施し
ていると感嘆していた。

この一帯は、病院・学校・職業訓練所があり、電車を利用される方が駐輪所に止めてから行かれる人が多いように感じました。また、新須屋駅前に
は、競輪補助施設として、新須屋駅自転車駐車場が設けられて、今後の利用される方々が増えて行くのではないかと感じました。この一帯は、新興住
宅街でもあり今後もマナーの呼び掛けが必要に感じました。

久留米市西鉄久留米駅・岩田屋リベール前広場駅周辺において歩行者及び自転車搭乗者にキャンペーングッズを配布しながら啓蒙活動・統一事業
キャンペーンを実施
雨天の悪環境の中でしたが、久留米市警察署等の協力を得、ティッシュグッズを渡しながら自転車法規の説明や啓蒙活動をすると同時に、アンケート
を実施した。

商店街で買い物される方々や駐輪所を利用される方々に自転車に対するマナー・交通安全の呼び掛けと駐輪所に駐輪してある自転車のマナー調査
健軍商店街は、路面電車の折り返し地点で、学生や会社員の利用が非常に高く、自転車でここまで来て、通勤・通学に利用されています。また、商店
街なので買い物客が多いのですが比較的に、きちんとマナーを守られていると感じました。また、熊本市が運営している駐輪所には、常駐されている
人が居て整備されていました。呼びかけにも、あったかいお言葉を頂く場面も見受けられました。

山形駅の東・西口及び山形霞城セントラルビル駐輪場前において、自転車組合山形支部員の協力で各駐輪場に分かれて実施した。今年も自転車が
絡む死亡事故が増加傾向で、県では5月11日に高齢者交通死亡事故警報の発令を出した。
この駅を利用する社会人や高校生は山形でも乗降客の多い駅で、自転車利用者にバイコロジーグッズのポケットティッシュを配り安全運転・交通ルー
ルの遵守を呼びかけた。

山形県自転車組合山形支部員10名の協力で、JR北山形駅の東口・西口に分かれ実施した。
この駅は近くに高校が4校ありこの駅で降車し各高校に通学する生徒が多い、また、この駅から仙山線で仙台市内の職場や大学に通勤・通学する人
たちと、奥羽本線で天童市、上山市、佐沢線で寒河江市、山辺町の高校、大江町の佐沢高校等行くのにこの駅から乗車する利用者も多い駅だ。
5月に高齢者死亡事故多発警報が発令されたばかりで自転車利用者にバイコロジーグッズのポケットティッシュを配り安全運転・交通ルールの遵守を
呼びかけた。

市内で自転車交通量の最も多いオリオン通り、東武デパート北口において主に自転車利用者(特に高校生)に対し、警察担当官3名の指導のもと、宇
都宮市生活安心課担当職員9名の協力を得て、キャンペーングッズ(反射シール付きティッシュ、啓蒙用ティッシュ各1,000個)を配布しながら、マナーの
向上とルールの遵守を呼びかけた。当日は実施前から雨となり、アーケード内にて実施したため集中的キャンペーンとなり、平素より効果は少なかっ
た。当協議会からは理事長以下4名が参加した。なお、新聞社からの取材なし。

市内で自転車通学生徒の最も多い作新学院高等学校正門前において、主に自転車通学生徒に対し、警察官2名の指導のもと、宇都宮市生活安心課
担当職員3名、校長代理以下教諭11名及び生徒会生徒15名の協力を得て、キャンペーングッズ(反射シール付ティッシュ1,000個、啓蒙用ティッシュ
1,500個)を配布しながら、マナー向上とルールの遵守を呼びかけた。
当日は天気も良くキャンペーン日和となり、関心者もかなり高く効果は大であった。当協議会からは理事長以下4名が参加し、アンケート調査も実施し
た。
なお、新聞社からの取材は今回もなかった。

各種団体と協力し、平成27年度春の全国交通安全運動に伴いドライバーへチラシや啓蒙品を配布した。
バイコロジー運動推進協議会の会員も、積極的に参加し目的を達成することができた。

葛飾区新小岩地域第26回ふれあいまつりに協賛
一般来場者約4万5千人の自転車安全利用の指導と自転車整備点検、バイコロジー活動ＰＲにティッシュペーパー、パンフレットを配布。

石巻駅前にて歩行者並びに自転車利用者に交通マナー遵守と安全走行を呼びかけつつ、パンフレット・ティッシュを配布。

歩行者及び自転車利用者にルールブック並びにティッシュを配布し、交通安全意識の高揚と交通事故防止を呼びかけた。
(5月12日予定は雨天中止したので変更実施)

平成27年度バイコロジー統一事業　報告一覧
【５月 / 自転車月間期間中】

（自転車利用のルールの遵守・マナー向上キャンペーン）

実施日時／場所
帯広市の春の桜まつり会場で実施
本年は暖冬の結果葉桜のまつり会場だったが当日は肌寒い13℃となったが多くの参加者で賑った。
会場入口付近に標示旗を立てバイコロジージャンパー着用の8名の全員で2組に別れグッズの配布をした。
恒例のキャンペーンなのでグッズの配布も順当に実施することができた。利用者の満足度は良好だった。

5月11日から始まる、春の交通安全運動に先駆けて、事故のない日が長く続くように、恒例の餅つき大会を行うとともに、函館市こばと保育園の園児と
学童保育と一緒に啓発物の配布を行った。
佐川急便の交通安全教室も開催され、子ども達には注意喚起を行った。
例年より1ヶ月遅い取り組みであったが、天気も良く大勢の参加者で大変盛り上がった取り組みになった。
春の交通安全期間中であるこの日、函館市・交通安全課の主催で放置自転車撤去と自転車の交通安全啓発を実施した。
市・土木部が放置自転車の撤去を行い、その他の参加者が街頭啓発を実施し、バイコロジー反射材の啓発物を配布するとともに、自転車の反射
キャップを取り付けるなどの取り組みを行った。
　歩行者からは、マナーの悪い高校生の自転車利用に対し、学校で教育すべきだとご指摘もいただいた。

-1-


